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＜新規継続利用者様情報＞

細越　定生様（51）統合失調症

デイケア利用年数：1年0ヶ月

検討内容：対応方法について（不満や自分の意見を通そうとする際、感情的となることが多い）

○昨日の様子

　　自主活動時に2階喫煙所で喫煙を行っていることあり、デイケアメンバーは1階、デイナイトケアメンバーは2階で喫煙する決まりになっていることをスタッフが説明。それに対し、「薄々はわかっていたけどそんなルールはどこにも書いていない」「何で自分ばかり言われなきゃならないんだ。他にも自由に吸っている奴がいるのに」「誰も喫煙所を使っていなかったからいいじゃない。誰が迷惑だなんて言った」等と声を荒げて感情的に話している。今後書いていないルールは追加して掲示しておくこと、ルールを守ることが出来ていないメンバーには全員にその都度声掛けをさせて頂いていること、施設としてのルールは最低限守って頂くように説明している。本人は納得せず同様の訴えを繰り返している。

　　プログラムの時間の為、時間を置いて話し合う場を設けることを説明しているが、プログラム（ＳＳＴ）の最中も「不満があればすぐに管理者に言えばいいじゃないか」と話されている。集団生活・行動をしているのであれば、最低限のルールは守っていく必要があること、すぐに管理者に言う前に身近なスタッフに相談する事が先であることをスタッフやメンバーから説明され、落ち着いている。その後、注意したスタッフに感情的になったことを謝罪している。

○今後の対応

· 喫煙所前の見える位置に、喫煙に関するルールを掲示しておく。

1 プログラム中の喫煙はご遠慮下さい。

2 1度に喫煙所に入室できる人数は、2人までです。

3 喫煙所入室の際は、専用のスリッパをご使用下さい。上履きでの入室はご遠慮下さい。

4 人数や時間に限りがありますので、1本喫煙をしたら他の利用者様に譲って下さい。

5 携帯灰皿ではなく、備え付けの灰皿をご使用下さい。

6 デイケア利用者様は1階、デイナイトケア利用者様は2階の喫煙所をご利用下さい。

· 本人に限らず、集団行動する際は最低限のルールを守る必要があることをその都度説明していく。

＜ＳＳＴ報告＞

デイケア

○月曜日グループ

お題：『お別れの挨拶をするとき』

· 心理スタッフが最後のＳＳＴ参加とのことで、メンバーからお題が出ている。

· 挨拶が照れくさいとパスをするメンバーもいたが、何人かはロールプレイも兼ねて、同席していた心理スタッフに挨拶をしている。

· 挨拶の内容も、相手を褒めながら、「今度は○○で会うと思います」など上手に挨拶できている。

○水曜日グループ

お題：『定額給付金が振り込まれたか、家族に確認するには』

· 元々は『定額給付金の使い方』というお題でメンバーから挙がっていたが、ロールプレイを実施しやすい内容にスタッフが調整している。

· 高柳和子様は、お題について「弟のところにすぐ電話する」「疑うわけではないけど弟は使い込んでしまうから」と話されている。申請して間もないのであればしばらく様子を見た方が良いと、他メンバーから助言が出ている。

· 清水泰雅様は、定額給付金について「自分には必要ないから、入っても入らなくても知る必要はないと思う」と話されている。

· 後半は、メンバーの意見で出た『定額給付金の使い方』について話し合っている。「貯金」「背広を買う」など、本人にとって有意義な使用方法を自分で考えることが出来ている。

⇒メンバーから出たお題をロールプレイで実施しやすい内容に変換することが出来た。お題としては良いものなので、ロールプレイを実施できれば良かった。

○木曜日グループ

お題：『自分のものが無くなったとき』

· メンバーからお題が提供されている。グループホームの部屋に鍵がかかっておらず、物が無くなってしまうことがあるとのこと。

· それに対して、お題を出した本人は管理スタッフに鍵をつけてもらえるように相談したが、検討中。鍵が設置されるまで、どのようにしたらよいか話し合っている。対策として、貴重品は見えない場所に隠すなど他者の手の届かない場所に置くようにするという意見が挙げられていた。

· 細越定生様は「すぐに管理者に言う」など、直前にあった喫煙のルールと絡めて一方的に話されている。集団の中で過ごす上で、最低限のルールは守る必要があること説明すると、「そうだけど･･･」と返している。

デイナイトケア

○Ａグループ

お題：『自己紹介』

· メンバーからお題の希望が無い為、スタッフからお題を出している。

· 初めは目線を合わせようとしなかったが、声掛けをすることで目線を合わせ向かい合って話をできるようになっていた。

○Ｂグループ

お題：『具合が悪くなって動けない人に遭遇した時』

· 以前そのような場面に出くわしたことがあるとのことで、岩城敏夫様からお題が出ている。

· 本人は、自分ではどうしたら良いか分からない為、デパートのスタッフを呼んだとのこと。それに対して、他メンバーより「それで良かったのではないか」と評価を受けている。

· また、店の中ではなく外で出くわした場合は救急車を呼べばいいのではないかと適切な意見が出ている。

⇒実際に起きたことの振り返りも兼ねており、他者より好評価を受けたことで体験者に正のフィードバックができたと考えられる。お題が身近であり得ることの為、ロールプレイまで実施できていたら良かった。

○全体の考察

・ＳＳＴのルールや流れをプログラム中掲示することで、進行がスムーズになり、メンバーもＳＳＴの意義を理解し再確認できる。

＜外来患者様情報＞
· 沢田　三郎　様～睡眠は取れている。困っている事はないとのこと。

· 横町　浩　　様～睡眠は取れているが頭痛がする時があるとのこと。内服は継続。

· 関　秀治　　様～目薬２本処方あり。仕事はコツをつかんだとのこと。夜間トイレに1回起きるが

再入眠出来ていると話される。

· 島浦　美千男様～変わりないとのこと。

· 久保　興介　様～仕事無理しない程度で行っているとのこと。睡眠取れており、吐き気ないとのこ

と。日中眠気あり、言葉がまとまらないことがあるとのこと。内服薬継続処方。

· 田名部　一樹様～特に変わりない。本日、江刺家輝樹様の面会に行くと話される。

· 関口　禅　　様～睡眠は６～７時間取れているとのこと。

＜連絡事項＞

· 本日、富澤美智子さんの通所リハビリテーションＧローテンション研修あり。

· 本日16:00より病院２階会議室にて事業計画の発表会あり。残り番：１階中居、２階服部・山田

· 4/20（月）13：30～六角堂祭、18：30～春の会実施。当日午前中までに、参加費を支払うこと。

· 4/20（月）勤務変更あり。木村：遅Ｂ⇒日勤、上野：日勤⇒遅Ｂ

＜利用者様情報＞

· 我満　奈津紀様～本日、娘様がうみねこ学級へ行ったとのこと。日中、娘様が自宅にいないことで

精神的に楽になったこと、うみねこ学級の利用を再開したことで相談場所が増えてよかったということを話されている。

· 高橋　　登　様～本日、入浴利用に来所予定であったが、腰痛がひどいため見合わせるとのこと。

· 鈴木　知子　様～本日、見学目的で来所されている。緊張して正面玄関から入ることが出来ず、非常階段から入ろうとするが、それも緊張して無理とのことで、見学利用は見合わせている。今週水曜日にデイケアに見学に来てから本日まで一睡も出来なかったと話されている。本人に無理のないよう、見学を勧めていく。

· 神山　和典　様～月曜日から入浴を行っていない為、入浴するよう促すと始めは拒否していたが、タオルを貸すこと説明すると快く応じている。下着交換について、以前は毎日行っていたが現在は1日置きと話す為、下着だけは毎日交換するように説明している。

· 清水　秋男　様～腰痛がある為、本日デイナイトケアは欠席している。来所時は本人の体調に合わせてプログラム参加を促していく。










